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 ２月１４日(水)支部はバス本社に対し、夏季ダイヤ解明要求４６項目を提出しまし

た。軽井沢スキーバス事故から２年、労働条件の改善なくして安全は守れないこと

が浮き彫りとなりました。一方、低賃金・長時間労働・人手不足が常態化している

運送業において、ヤマト運輸は、９月より退勤から次の出勤まで１０時間以上空け

る｢インターバル制度｣を導入。佐川急便は、昨年から週休３日制の一部導入を行っ

ています。また、ＪＲ東日本会社においても４月より賃金の８割を保証する短日数

勤務(週４日労働可)の導入が予定されており、シニア世代対策が進められています。 

 しかし、バス東北会社のおいては未だ週休２日制になっておらず、募集しても人

が集まらない。職場は要員不足で助勤や転勤でその場凌ぎの対応となり、魅力のな

い会社となり、辞めていく仲間が後を絶たない悪循環に陥っている状況です。 

 私たちは、現場の声を大切に労働条件改善に向け取り組みを強化していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 

  


